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  高齢者が地域で自立し社会との関わりをもち健やかに

暮らすことができることは、活力に満ちた地域社会の実現

につながる。そのためには個人の生活習慣としての身体

活動の活発化と同時

に、個人では解決で

きない生活環境の整

備が重要である。人

が生きることは取り巻

く環境に大きく影響を

受ける。本研究の目

的は高齢者の身体活

動量への寄与が大き

い外出行動を取り上

げ、外出を妨げない

地域の住環境のあり方を提言

することである。地域住民を対象とした住環境評価調査を

実施し、屋外において人と人との交流が豊かに展開する

地域環境が実現する要因を質的側面から探る。またGPS 
端末を用いた実験により外出を量的に把握することで、外

出行動を構造的に解明する。 
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